
選挙権年齢引下げに向け、高校生が模擬投票を実施
〈選挙啓発出前講座・村山産業高校〉
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そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

市報・ホームページのアンケート結果
◆軽自動車税率の変更、農作業賃金・農地賃借料情報、楯岡小学校改築工事　ほか



市報閲読率（全体）

ほとんど
読む
36.6％

すべて
読む
11.4％

読まない
9.8％

ところ
どころ
読む
42.3％

年代別閲読率（％）
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新
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
証

　

市
報
は
平
成
27
年
4
月
か
ら
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平

成
24
年
11
月
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
、
見
や
す
さ
と
機
能
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
さ

ら
に
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
こ

の
た
び
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
作
為
に
抽
出
し

た
20
歳
以
上
の
市
民
４
０
０
人
を
対
象

に
実
施
。
１
２
６
人
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
回
答
者
の
年
代
構
成
は

ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
集　

市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

9
割
以
上
の
閲
読
率

　

「
市
報
を
読
ん
で
い
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
に
対
し
「
読
む
」
と
い
う
回
答

が
9
割
以
上
あ
り
ま
し
た
。

　

読
む
割
合
は
若
い
世
代
ほ
ど
低
い
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
読
ま
な
い
理
由

と
し
て
「
興
味
の
あ
る
情
報
が
少
な

い
」
「
行
政
に
関
心
が
な
い
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

仕
様
は
お
お
む
ね
「
満
足
」

　

市
報
の
ペ
ー
ジ
数
や
文
章
表
現
、
文

字
の
大
き
さ
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は

約
9
割
が
「
適
当
」
「
見
や
す
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い

て
は
「
少
な
い
」
の
回
答
が
約
17
パ
ー

セ
ン
ト
あ
り
、
文
字
ば
か
り
で
な
く
、

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
た
レ
イ
ア

ウ
ト
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

アンケートの概要
調査期間　平成27年12月5日～22日

調査方法　郵送方式
調査対象　20歳以上の市民400人
　　　　　（無作為抽出）
回答者数　126人

回  答  率　31.5％

市
報
「
市
民
の
友
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

市民のみなさんが望む
市報・ホームページについて
調査した結果をお知らせします

新
市

9
割

仕
様

年代別回答者割合
20 代
17.4%

70代以上
16.5%

30代
14.0%

60代
19.0%

40代
15.7%

50代
17.4%

市報の写真・イラスト

多い  1.9％

少ない
16.7％

適当
81.5％

228.3.1　　広報　市民の友　むらやま



特集　市報・ホームページのアンケート結果

特
集
　
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

3
割
の
利
用
率

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
こ
と

が
「
あ
る
」
と
答
え
た
方
が
約
3
割

で
、
そ
の
う
ち
7
割
以
上
を
40
代
ま
で

が
占
め
ま
し
た
。

く
ら
し
の
情
報
を
検
索

　
若
い
世
代
の
利
用
が
多
い
た
め
「
子

育
て
情
報
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
に
つ

い
て
調
べ
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
続
い

て
「
各
種
申
請
」
「
観
光
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
由
意
見
で
も
「
イ

ベ
ン
ト
情
報
」
の
充
実
を
望
む
方
が
多

く
、
わ
か
り
や
す
い
表
示
で
掲
載
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

知
り
た
い
の
は
身
近
な
話
題

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
、
1
日
号
は
特

集
や
地
域
の
出
来
事
、
お
知
ら
せ
な
ど

を
掲
載
す
る
号
、
15
日
号
は
保
健
や
図

書
館
な
ど
を
含
め
た
お
知
ら
せ
に
特
化

し
た
号
と
区
別
し
て
発
行
し
て
い
ま

す
。

　
1
日
号
で
一
番
読
ま
れ
て
い
る
の
は

「
ま
ち
の
話
題
」
、
続
い
て
「
お
知
ら

せ
情
報
局
」
「
特
集
」
と
な
っ
て
お

り
、
15
日
号
で
も
「
お
知
ら
せ
情
報

局
」
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
市
内

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
興
味

を
持
ち
、
情
報
を
求
め
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
一
方
で
、
改
善
が
必
要

な
コ
ー
ナ
ー
は
「
芸
術
を
嗜た
し
なむ
」
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
充
実
を
期
待
す
る
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
は
、
一
番
読
ま
れ
て
い
た
「
ま
ち

の
話
題
」
の
ほ
か
「
子
育
て
情
報
」

「
グ
ル
メ
め
ぐ
り
」
へ
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
意
見
で
は
市
民
を
多
く

掲
載
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
目
立

ち
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
市
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て

　
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課
広
報
広
聴
係
☎
内
線
211

市報・ホームページ
　アンケートを実施

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
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特
集
　
軽
自
動
車
税
が
改
正
さ
れ
ま
す

特集　軽自動車税が改正されます

税
制
改
正
お
よ
び
市
税
条
例
の
改
正
に
よ
り

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
27
月
４
月
１
日
以
後
に
新
規
登

録
（
※
①
）
し
た
軽
自
動
車
に
は
、
表

１
の
新
税
率
が
適
用
さ
れ
、
平
成
27
年

３
月
31
日
以
前
に
新
規
登
録
し
た
軽
自

動
車
は
、
現
行
税
率
の
ま
ま
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後

に
登
録
し
た
中
古
車
（
平
成
27
年
３
月

31
日
以
前
に
新
規
登
録
）
は
現
行
税
率

の
ま
ま
で
す
。

　
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
新
規

登
録
か
ら
13
年
を
経
過
す
る
車
両
は
平

成
28
年
度
か
ら
表
１
の
重
課
税
率
（
※

②
）
を
適
用
し
ま
す
。

※
①
新
規
登
録
と
は
…
今
ま
で
に
車
両

番
号
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
軽

自
動
車
の
最
初
の
登
録
年
月
で
す
。
車

検
証
の
初
度
検
査
年
月
欄
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
②
重
課
税
率
…
軽
自
動
車
税
の
グ

リ
ー
ン
化
推
進
の
た
め
、
新
規
登
録
を

受
け
て
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
車
両
に

つ
い
て
税
率
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

表 1〈三輪以上の軽自動車の税率〉

車種区分 現行税率 新税率 重課税率
平成26年度まで 平成27年度から 平成28年度から

軽自動車

三輪(660cc以下) 3,100円 3,900円 4,600円
軽自乗用(自家用) 7,200円 10,800円 12,900円
軽自乗用(営業用) 5,500円 6,900円 8,200円
軽自貨物用(自家用) 4,000円 5,000円 6,000円
軽自貨物用(営業用) 3,000円 3,800円 4,500円

※ただし、被けん引車、電気・ガソリン電力併用の軽自動車等は、重課税の対象から除かれます。

表 2〈グリーン化特例による税率〉
車種区分 75％軽減 50％軽減 25％軽減

軽自動車

三輪(660cc以下) 1,000円 2,000円 3,000円
軽自乗用(自家用) 2,700円 5,400円 8,100円
軽自乗用(営業用) 1,800円 3,500円 5,200円
軽自貨物用(自家用) 1,300円 2,500円 3,800円
軽自貨物用(営業用) 1,000円 1,900円 2,900円

排出ガス性能と燃費性能により、平成28年度分の軽自動車税が、
おおむね75％、50％、25％軽減されます。

▼
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
新
規
登
録
し
た
軽
四

輪
等
で
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
軽
自
動

車
が
対
象
で
す
。
表
１
の
新
税
率
に
対

し
軽
減
さ
れ
た
税
率
は
表
２
の
と
お
り

で
す
。

〈原動機付自転車、小型特殊自動車、その他軽自動車の税率〉

車種区分 現行税率 新税率
平成27年度まで 平成28年度から

原動機付
自転車

50CC以下 1,000円 2,000円
90cc以下 1,200円 2,000円
125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊
自動車

農耕用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

その他
軽自動車

軽自動二輪（125cc超～250cc以下） 2,400円 3,600円
ボートトレーラー 2,400円 3,600円
もっぱら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円

問
合
せ
／
税
務
課
住
民
税
係  

☎
内
線
123
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農業委員会からのお知らせ
平成28年度　標準・基準

特集　農業委員会からのお知らせ

特
集
　
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

1．農作業賃金（実労働8時間）
  一般農作業　6,800円
(1)上記賃金は標準を示すものです。作業の種類による
　差額については両者で協議して決めてください。
(2)病害虫防除作業、その他危険作業の場合は、一般農
　作業賃金に割増することができます。

■賃借、売買などの諸手続きは毎月25日が
締切です。
■農地を農地以外の土地にするときは、許
可が必要です。
■農地に関する相談は、地域の農業委員か
農業委員会事務局にご相談ください。

3．地域ごと農地の賃借料情報（10アール当たり）
部門別 締結(公告)

された地域 平均額 最高額 最低額 データ数

田(水稲)
の部

楯 岡 9,900円 12,000円 3,300円 57
西 郷 8,200円 15,000円 3,300円 109
大 倉 8,200円 13,000円 5,000円 38
大 久 保 6,900円 10,000円 5,800円 66
冨 本 9,600円 15,000円 5,800円 43
戸 沢 6,700円 10,000円 2,400円 198
袖 崎 5,400円 11,000円 2,000円 14
大 高 根 6,200円 10,000円 3,000円 68
(参考)市平均 7,500円 593

畑(普通畑)
の部 村山市全体 3,900円 5,000円 2,000円 58

※なお、賃借料は上記を参考に当事者間での話し合いで決めてください。

2．機械利用料標準
作業種目 単位 金額 備考
田 耕 う ん 10アール 7,100円
代 か き 〃 9,600円
畑 耕 う ん 〃 6,800円 2回耕うんは3,100円加算

田 植 〃 7,300円 側条施肥は1,500円加算、箱施用薬
剤散布料は500円加算、肥料代別途

育 苗 1箱 730円 種子代含む

コンバイン 10アール 28,600円 刈取16,700円、籾運搬1,000円、
生籾乾燥10,900円

仕上げ乾燥 60キログラム 710円

籾
もみ

摺
すり

調 整 〃 720円

畔
くろ

塗 1メートル 45円 片側機械ぬり

畦
あぜ

草 刈 1時間 1,600円 刈払機械損料・燃料代含む

※平成27年1月から12月まで
に締結（公告）された賃貸
借の集計結果に基づくもの
です。
※データ数は集計に用いた筆
数です。
※賃借料平均値の上下70％
を超えるものは集計から除
いています。
※集計結果の100円未満は切
り捨てています。

平成28年度の村山市農作業賃金、機械利用料標準を策定しました。
また、賃借料の目安となる農地の賃借料情報を地域ごとにお知らせします。
問合せ／農業委員会事務局  ☎内線261

※この作業賃金・利用料標準
は平成28年4月1日から適
用されます。
※基盤整備された農地での作
業とします。
※特殊な場合や湿田、作業不
便なものは両者で協議のう
え決定し、実施してくださ
い。
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楯
岡
小
校
舎
を
改
築

　
耐
震
改
修
工
事
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
楯
岡

小
学
校
の
北
・
中
校
舎
に
つ
い
て
、
今
年
８
月

か
ら
平
成
30
年
12
月
ま
で
の
期
間
に
改
築
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
内
学
校
施
設
の
耐
震
化
は
す
べ
て
完
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
改
築
す
る
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
で
、
北
校
舎
は
３
階
建
て
、
中
校
舎
は
２
階

建
て
に
な
り
ま
す
。
各
棟
に
は
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
や
子
ど
も
た
ち
の
憩
い
の
場
な
ど
が
設

置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
健
や
か
に
学
校

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
災
害
時

に
は
避
難
施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
機
能
も
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
南
校
舎
や

プ
ー
ル
の
改
修
な
ど
も
計
画
し
て
お
り
、
総
合

的
な
教
育
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
期
間
中
は
児
童
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
今
後
移
転
予
定
で
あ
る
楯
岡
高
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
校
舎
を
建
設

し
、
学
校
機
能
を
移
転
し
ま
す
。
改
築
工
事
と

仮
校
舎
へ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
民

の
友
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
施
設
係  

☎
内
線
323

■改築事業のスケジュール
〈施設等の整備〉
平成28年4月～7月 平成28年8月 平成28年10月 平成30年12月

仮校舎建設工事 現校舎解体工事開始 新校舎建設工事開始 工事完成

〈仮校舎への移転〉
平成28年7月～8月
（夏休み期間）

平成28年8月
（夏休み明け）

平成30年12月下旬
（年末年始休み期間） 平成31年1月

仮校舎へ学校備品
等の運搬作業 仮校舎で授業開始 新校舎への学校備品

等の運搬作業 新校舎で授業開始

楯
岡
小
学
校
の
改
築
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す

学
校
施
設
の
耐
震
化
完
了
へ

木のぬくもりを感じる普通教室

解放感のある多目的スペース

ホールを思わせるような音楽室

明るく落ち着いた図書館

〈 完成イメージ 〉
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
現
在
、
新
年
度
予
算
を
策
定
し
、
議
会
か
ら
審
議
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

予
算
構
成
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
新
事
業
と
継
続
事
業
、
維
持
す
る
た
め
の
経

常
経
費
の
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
事
業
は
市
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
向
上

を
図
る
た
め
に
多
方
面
に
わ
た
り
考
慮
し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ

て
市
全
体
が
輝
き
、
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
を
継
続

　
子
育
て
世
代
の
対
策
な
く
し
て
市
の
将
来
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
新
年
度
も
子
育
て

支
援
に
力
を
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
園
等
の
一
人
目
半
額
と
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
を
継
続
い
た
し
ま
す
。
一
人
目
か
ら
の
保
育
料
半
額
は
村
山
市
が
県
内
初
の

取
組
み
で
、
転
入
者
も
い
る
な
ど
大
変
好
評
で
あ
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
今
月
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
任
期
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て

来
年
度
か
ら
は
、
新
天
地
で
新
た
な
挑
戦

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
の
初
め
に
は
、
ご
近
所
の
方
々
に

送
別
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村

山
市
に
引
っ
越
し
て
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ

な
地
区
、
世
代
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
一
番
の
思
い
出
は
や
は
り
飲

ん
で
食
べ
て
笑
っ
て
の
宴
会
。
老
若
男
女

ど
の
方
も
、
よ
そ
者
の
私
を
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
み
ん
な
で
笑
い
合
っ
た
楽
し
い

記
憶
を
振
り
返
る
た
び
に
胸
が
じ
ん
わ
り

と
温
ま
り
ま
す
。

　
本
当
に
人
と
の
ご
縁
に
恵
ま
れ
た
３
年

間
で
し
た
。
こ
の
地
を
離
れ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
寂
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
今
ま
で

の
出
会
い
や
つ
な
が
り
は
、
今
後
も
引
き

続
き
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
の
集
大
成
と

し
て
「
む
ら
や
ま
瓦
版
」
の
冊
子
づ
く
り

な
ど
が
い
よ
い
よ
佳
境
を
迎
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

つ
く
っ
て
き
た
瓦
版
。
す
て
き
な
一
冊
に

な
る
よ
う
に
最
後
ま
で
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
！

Vol.
12

こ
ん
に
ち
は

千
田
若
菜
で
す

～千田若菜隊員の奮闘記～

▼
給
付
型
の
夢
応
援
奨
学
基
金
を
創
設

　
さ
ら
に
新
年
度
の
目
玉
と
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等

を
図
る
た
め
に
「
夢
応
援
奨
学
基
金
（
仮
称
）」
を
創
設

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
進
学
を

あ
き
ら
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
生
徒
に
対
し
市
が
教
育

資
金
を
給
付
し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
将
来
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ

の
支
援
は
貸
与
で
は
な
く
、
給
付
す
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。
市
民
全
員
の
生
活
に
関
係
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

福
祉
事
業
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
将
来
の
村
山
市

を
担
う
子
育
て
世
代
や
子
ど
も
た
ち
に
特
化
し
た
施
策

を
進
め
、
子
育
て
し
や
す
い
魅
力
あ
る
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
人

口
流
出
抑
制
と
転
入
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

Vol.
003

キーワードは
夢応援奨学基金
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環
境
★
市
民
の
広
場

■料金（10枚入りの金額）
種類 大きさ 3月31日まで 4月1日から

もやせるごみ

大袋 400円 500円

小袋 300円 400円

最小袋 200円 300円

資源物・もやせ
ないごみ

大袋 400円 500円

小袋 300円 400円

プラスチック製
容器包装類

大袋 400円 500円

小袋 300円 400円
※すべてのごみ袋が1枚当たり10円値上がりします。

平成28年4月1日から指定 ごみ袋 ごみ袋 の  価格 価格 が変わります

問合せ
市民環境課  ☎内線116

　クリーンピア共立のごみ処理施設は運転開始から20年が経過し、施設の維持補修費の増加などにより指定ご
み袋の価格を見直します。ご理解とご協力をお願いします。

指定ごみ袋の変更内容指定ごみ袋の変更内容

ごみ袋の販売・使用期間ごみ袋の販売・使用期間

■現在のごみ袋
・販売期間　平成28年3月31日(木)まで
・使用できる期間　平成29年3月31日(金)まで
※平成29年4月1日以降、現在のごみ袋は使えません。使い切れな
かったごみ袋は、市役所かクリーンピア共立で新しいごみ袋と
等価交換します。（交換期間：平成29年4月1日から1年間）

【等価交換の例】
　現在の指定ごみ袋（大袋）10枚（400円）
　→新しい指定ごみ袋（大袋）8枚（400円）
■新しいごみ袋　
・販売期間、使用できる期間　平成28年4月1日から

■容量　プラスチック製容器包装類の袋をそ
　　　　 れぞれ5リットル増量します。

大袋 45ℓ  →  50ℓ
小袋 30ℓ  →  35ℓ

■形状　もやせるごみの大袋の横幅とマチ              
(奥行き)の大きさを変更します。容
量は同じです。

横幅 320ｍｍ  →  400ｍｍ
マチ 90mm  →　 85mm

■デザイン　地区名と氏名の記入欄が上部に
移動します。

　　　　　　　　　　　　　　　平成28年4月1日　　　　平成29年4月1日　　　  平成30年4月1日

現在の
ごみ袋

販売

使用

交換

新しい
ごみ袋

販売

使用

新
新しいもやせるごみ袋
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出
会
い
・
子
育
て
応
援
情
報

身長・体重測定ができる
ひだまり保健室
小学校入学前のお子さん対象
　お子さんの成長を実感してみま
せんか。測定結果はカードにして
お渡しします。
■期日　3月3日(木)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

ファミサポ交流会
▶事前にお申し込みください

利用会員・協力会員・両方会員対象
　会員以外でも、ファミリー・サ
ポートに興味がある方は参加可能
です。お茶や軽食を楽しみながら
交流しましょう。
■期日　3月10日(木)
■時間　午前10時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　無料
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

おしゃべりBabyママⅠ・Ⅱ
▶事前にお申し込みください

12か月までの赤ちゃんとママが対象
　赤ちゃんは身長・体重測定、マ
マはカフェを楽しみながら情報交
換をしましょう。
■期日　3月15日(火）
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■定員　18組
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

楽しみながら体を動かす
おやこたいそう
小学校入学前の親子対象
　先生と育児の話をしながら、親
子でスキンシップをとって楽しく
体を動かしましょう。
■期日　3月5日(土)
■時間　午前10時～11時
■会場　戸沢地域市民センター
■講師　小野淳子氏
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

おたんじょう手形
プレゼント
小学校入学前のお子さん対象
　3月生まれのみなさん、お誕生
日おめでとうございます。誕生月
のお子さんに記念の手形をプレゼ
ントします。
■期日　3月29日(火)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

出会い出会い＆＆子育て子育て応援情報応援情報
～交流イベント・講座情報～

親子でたくさん遊ぼう
ぐんぐん広場
小学校入学前の親子対象
　子育てや孫育てをしている方の
遊びや集いの広場です。どこの地
域の方でもお気軽におこしくださ
い。持参したお弁当を会場内で交
流しながら食べることもできます。
■期日　3月12日(土)　
■時間　午前9時30分～正午
■会場　戸沢保育園
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

子育て世帯の負担を
軽減します
村山市では、県内に先駆けて子育
て世帯の負担を軽減する施策を独
自に実施しています。

▶保育料の半額助成
　1人目のお子さんから保育料を
半額にしています。村山市内に住
所のあるお子さんであれば、市外
の施設に入所の場合でも対象にな
ります。
　保育所・児童センター・認定こ
ども園・小規模保育施設の場合
は、半額の保育料を徴収、幼稚園
は年度の終わりに就園奨励費を含
め半額相当分をまとめて補助、届
出保育施設等（旧：認可外保育施
設）は年2回の申請により半額相
当分（限度額あり）を前期分・後
期分に分けて補助します。
　届出保育施設等の保育料補助
申請（後期分）の資料を3月25日
(金)までお渡ししています。詳細
は、17ページのHotNewsをご覧
ください。

▶子育て応援すくすく手当
　児童手当は、第3子以降の児
童に対して小学校修了まで月
15,000円を支給していますが、
村山市内に住所のある児童手当受
給者（公務員を含む）には、第3
子以降のお子さん１人当たり月額
5,000円を満3歳の誕生月まで加
算して支給します。
　手当を受給するには申請が必要
で、支給時期は児童手当と同じ年
3回（6月・10月・2月）です。
問子育て支援課  ☎内線162
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　市内でおこなわれた催しや市にまつわる出来事などを取
材し、市民のみなさんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題

　
２
月
６
日
、
現
在
工
事
が
進
ん
で
い

る
東
北
中
央
自
動
車
道
村
山
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）
の
貫
通
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
市
内
に
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
た
の

は
、
今
回
が
初
。
名
取
地
内
か
ら
本
飯

田
地
内
に
抜
け
る
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、

３
９
６
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
な
り
ま

す
。
式
で
は
、
志
布
市
長
が
「
貫
通
で

差
し
込
ん
だ
光
が
、
こ
れ
か
ら
の
村
山

市
を
す
ば
ら
し
い
方
向
に
導
い
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
西
郷
小
学
校
児
童
に
よ
る

樽
み
こ
し
や
杉
島
諏
訪
太
鼓
保
存
会
の

演
奏
、
鏡
開
き
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
、

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を
祝
い
ま
し
た
。

村
山
初
の
ト
ン
ネ
ル
貫
通

通り初めでは万歳三唱で貫通を祝いました

　
第
1
回
村
山
市
長
杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
が
2
月
7
日
、
市
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
、
平
成
27
年

11
月
に
設
立
し
た
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
協

会
（
小
山
隆
房
会
長
）
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
普
及
を
目
指
し
、
初

め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
大
会
に
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
。
小
学

生
2
ク
ラ
ス
、
一
般
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の

4
つ
の
部
門
に
分
か
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
素
早
い
パ
ス
回
し

や
低
い
体
勢
で
の
キ
ャ
ッ
チ
な
ど
歓
声

が
あ
が
る
プ
レ
ー
も
飛
び
出
し
、
大
会

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

市
長
杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　
1
月
24
日
、
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
（
大
沼
廣
志
会
長
）
主
催
の
「
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
内
小
中
学
校

の
代
表
児
童
9
人
が
明
る
い
学
校
づ
く

り
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
取
組
み
を

発
表
。
あ
い
さ
つ
運
動
、
仲
間
づ
く
り

活
動
、
児
童
に
よ
る
悩
み
相
談
な
ど
各

校
の
特
色
あ
る
取
組
み
に
つ
い
て
の
具

体
例
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
他
校
の
取
組
み
を
聞
き
、
自
校
の
児

童
会
・
生
徒
会
で
も
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
意
見
が
相
次
ぎ
、
お
互
い
に
学
び

合
え
る
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
会
の
取
組
み
を
発
表取組みについて発表する各学校の代表者

小学生オープンの部　白熱した決勝戦
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ま
ち
の
話
題

　
戸
沢
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
２
月
14

日
、
「
ひ
っ
ぱ
り
ま
つ
り
」
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
戸
沢
地
域
は
、
日
頃
か

ら
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
で
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
村

山
戸
沢
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催

し
、
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今

年
も
１
０
０
円
で
食
べ
放
題
と
あ
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
、
納
豆
や
卵
、
サ

バ
の
水
煮
な
ど
の
具
材
を
混
ぜ
、
好
み

の
食
べ
方
を
探
し
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
も
郷
土
料
理
を
楽
し

む
会
の
み
な
さ
ん
が
、
エ
ゴ
な
ど
を
提

供
し
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
!!
む
ら
や
ま
夢
大
学
の
閉

講
式
が
２
月
14
日
、
市
民
会
館
で
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
。
大
講
座
の
締
め
く
く
り
と

し
て
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
音
楽
の
贈
り

物
」
と
題
し
、
市
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
齊
藤
智
子
さ
ん
が
「
愛
」
に
ち
な
ん

だ
名
曲
の
数
々
を
披
露
し
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
は
講
義
式
で
お
こ
な
わ
れ
、

演
奏
会
に
行
く
と
き
の
服
装
や
拍
手
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、
オ
ペ
ラ
の
内
容
な
ど
、

参
加
者
た
ち
は
、
普
段
不
思
議
に
思
い

な
が
ら
も
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が
で
き

な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
鑑
賞
の
豆
知
識
を
学

び
ま
し
た
。

戸
沢
で
ひ
っ
ぱ
り
ま
つ
り

夢
大
学
で
コ
ン
サ
ー
ト

ひっぱりうどんは子どもたちにも大好評

　
2
月
14
日
、
「
袖
崎
ほ
っ
と
な
雪
ま

つ
り
」
が
袖
崎
小
学
校
体
育
館
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り

で
は
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
作
品
展
示

や
バ
ザ
ー
、
駄
菓
子
屋
の
ほ
か
、
ス

テ
ー
ジ
で
小
学
生
や
民
謡
愛
好
会
に
よ

る
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
洗
心
座

の
創
作
劇
公
演
に
は
約
２
０
０
人
が
来

場
。
地
元
劇
団
員
の
真
剣
な
演
技
に

じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夜
に
は
毎
年
実
施
し
て
い
る
雪
灯
ろ

う
に
加
え
、
20
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
華
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。

洗心座の創作劇に袖崎小学校 5年生も出演

子
育
て
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

袖
崎
ほ
っ
と
な
雪
ま
つ
り

バイオリンやピアノとともに美しい歌声で観客を魅了

　
1
月
か
ら
2
月
に
各
地
域
で
2
回
ず

つ
「
地
域
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
若
者
が
た
く
さ
ん
住
み
、
子
育
て

し
や
す
い
地
域
の
土
台
づ
く
り
を
目
的

に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
1
回
目
は
地

域
の
現
状
に
つ
い
て
話
合
い
、
2
回
目

に
は
地
域
を
元
気
に
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
地
域
の
人
・
自
然
・
建
物

な
ど
を
生
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
広
い
世
代
の

方
と
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
話
合
え
た

貴
重
な
会
」
「
地
域
の
良
さ
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地域の将来について話合ったグループワーク
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表
彰
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

表彰者のみなさんをご紹介します｡
受賞、おめでとうございます!

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
平
成
27
年
度
市

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、
平
成
28
年

１
月
１
日
に
お
い
て
次
に
該
当
す
る
場

合
、
福
祉
灯
油
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
該
当
世
帯
で
申
請
が
ま
だ
お
済
み

で
な
い
方
は
、
利
用
で
き
る
期
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
世
帯

①
高
齢
者
世
帯
…
65
歳
以
上
の
方
で
構

成
さ
れ
る
世
帯

②
障
が
い
者
世
帯
…
障
が
い
者
関
係
の

手
帳
所
持
者
が
同
居
す
る
世
帯

③
ひ
と
り
親
等
世
帯
…
18
歳
以
下
の
子

と
父
ま
た
は
母
等
に
よ
る
世
帯

交
付
内
容
　
１
世
帯
当
た
り
３
、
０
０

０
円
の
灯
油
券
（
３
月
31
日
ま
で
市
内

取
扱
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
）

受
付
期
間
　
３
月
31
日
(木)
ま
で

申
請
書
の
配
布
場
所
・
提
出
先

福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先
／

福
祉
課
地
域
福
祉
係  

☎
内
線
142

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

福
祉
灯
油
券
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

市長杯争奪新春将棋大会県統計功労者
　2月4日、県統計功労者表彰式
がおこなわれ、長年統計調査に尽
力された次の市内の方が表彰され
ました。
■農林水産大臣表彰
　小関幸藏さん（楯岡）
■経済産業省感謝状
　佐藤清美さん（戸沢）

　1月 31日に開催された新春将棋
大会の市内の入賞者を紹介します。
■A級（有段者）
　優勝　高橋　優さん（西郷）
　5位　 軽部　稔さん（大久保）
■小中学生中級（4～7級）
　4位　 鈴木悠真さん（大倉）
■小中学生初級（8級以下）
　2位　 佐藤海成さん（楯岡）

■県統計協会長表彰
　佐藤　昇さん（楯岡）
　柴崎和洋さん（楯岡）
　井上敏春さん（西郷）
　柴田喜久男さん（西郷）
　結城尉行さん（西郷）
　板垣厚志さん（大倉）
　菊地藤明さん（冨本）
　後藤福光さん（冨本）
　布宮淳智さん（冨本）
　伊藤正彦さん（戸沢）
　高橋克宏さん（戸沢）
　安達喜久夫さん（袖崎）
　井上英雄さん（大高根）
　工藤武男さん（大高根）
■県統計協会感謝状
　高嶋　一さん（楯岡）
　鈴木　薫さん（大倉）
　早坂正士さん（大倉）

　鹿柴正幸さん（大久保）
　門脇永郎さん（大久保）
　齋藤　勝さん（冨本）
　菅井和吉さん（冨本）
　高島信廣さん（冨本）
　井澤順一さん（戸沢）
　土田榮治さん（袖崎）

県統計グラフコンクール

　
就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ
り
、

加
入
の
種
別
や
保
険
料
の
納
め
方
が
変

わ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
場
合
は
市
役
所
に
届
出
を

・
60
歳
前
に
会
社
を
辞
め
た
と
き

・
配
偶
者
の
健
康
保
険
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き

▼
20
歳
に
な
っ
た
ら

※
す
で
に
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
く

・
日
本
年
金
機
構
よ
り
加
入
の
案
内
が

届
き
ま
す
。
資
格
取
得
届
を
返
信
用
封

筒
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
　
３
月
11
日
(金)

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
　
市
商
工
会
館

■
問
合
せ
先
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係  

☎
内
線
112

人
生
の
節
目
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

■県教育長賞
　高島悠加さん（冨本小6年）
　高橋汐美さん（冨本小6年）
　土海京香さん（冨本小6年）
　渡邊　望さん（冨本小6年）
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刺
身
の
盛
合
わ
せ
呑
喰
処

た
が
丸

住所：楯岡荒町二丁目5-47　 電話：080-5741-0320　 営業時間：午前11時～午後2時、午後5時～午前0時　定休日：不定休

次回は、齋藤さんがお薦めのスローライフ（楯岡）を取材します。

　
楯
岡
荒
町
に
店
を
構
え
る
「
た
が

丸
」
は
平
成
24
年
開
業
の
海
鮮
居
酒
屋

で
す
。
店
長
の
齋
藤
光
生
さ
ん
（
楯

岡
）
は
、
塩
竈
市
に
隣
接
す
る
多
賀
城

市
の
出
身
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
、
村
山
市
へ
一
家
で
避
難
し
て
き
ま

し
た
。
店
名
の
「
た
が
丸
」
は
、
震
災

の
際
、
塩
釜
港
で
1
台
だ
け
無
事
だ
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
の
名
前
を
も
ら
っ
て
つ
け

た
そ
う
で
す
。

　「
た
が
丸
」
で
提
供
す
る
魚
介
は
、

す
べ
て
塩
竈
市
で
仕
入
れ
て
き
た
も

の
。
齋
藤
さ
ん
は
ほ
ぼ
毎
日
、
店
が
終

わ
っ
た
夜
中
に
出
発
し
、
市
場
へ
買
付

け
に
行
っ
て
い
ま
す
。
刺
身
の
盛
合
わ

せ
に
並
ぶ
魚
介
は
6
品
以
上
。
取
材
の

日
は
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
や
カ
キ
、
タ
コ
、

ブ
リ
、赤
エ
ビ
の
ほ
か
、さ
っ
と
あ
ぶ
っ

た
サ
ケ
や
酢
じ
め
に
し
た
コ
ハ
ダ
が

の
っ
て
い
ま
し
た
。
3
月
に
は
本
マ
グ

ロ
が
登
場
す
る
そ
う
で
す
。

　「
た
が
丸
」
は
お
得
な
ラ
ン
チ
も
人

気
で
す
。
刺
身
定
食
と
ま
ぐ
ろ
丼
の
２

種
類
か
ら
選
べ
、
ど
ち
ら
に
も
海
鮮
味

噌
汁
と
小
鉢
が
付
い
て
い
ま
す
。
焼
き

魚
や
揚
げ
物
を
格
安
で
追
加
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
齋
藤
さ
ん
は
、
も
と
も
と
多
賀
城
市

で
と
ん
か
つ
屋
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
楯
岡
の
農
家
か
ら
お
米
を
取

り
寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
が
縁
で
村
山
市

に
避
難
し
た
そ
う
で
す
。
「
と
ん
か
つ

屋
を
し
て
い
た
と
き
、
提
供
し
た
村
山

の
お
米
の
お
い
し
さ
が
評
判
と
な
り
友

人
の
輪
が
広
が
っ
た
。
避
難
し
て
か
ら

も
村
山
の
み
な
さ
ん
に
は
と
て
も
良
く

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
度
は
故
郷
の

お
い
し
い
魚
で
私
が
恩
返
し
を
す
る

番
」
と
齋
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
取
材
の
翌
日
、
塩
竈
市
か
ら
お
友
達

が
団
体
で
「
た
が
丸
」
を
訪
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
「
た
が
丸
」
は
村
山
市

と
塩
竈
市
の
交
流
の
架
け
橋
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
が
運
ぶ
塩

釜
直
送
新
鮮
魚
介
。
わ
だ
い
の
グ
ル
メ

を
召
し
上
が
れ
。

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

村
山
駅

村
山
駅 楯

岡
高
校

楯
岡
高
校

村山総合支庁
北庁舎
村山総合支庁
北庁舎

村山税務署村山税務署

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

13 広報　市民の友　むらやま　　28.3.1



お
知
ら
せ

・
市
内
に
店
舗
が
あ
る
手
打
ち
そ
ば
店

・
地
元
産
そ
ば
粉
を
使
用

・
開
店
し
て
か
ら
3
年
以
上
経
過

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　

☎
内
線
154

学
校
体
育
施
設
利
用
調
整
会
議

　
平
成
28
年
度
に
次
の
小
中
学
校
体
育
館

な
ど
を
利
用
希
望
す
る
団
体
の
調
整
会
議

を
お
こ
な
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る

団
体
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
施
設
名
・
会
議
日
時
・
会
議
会
場

・
葉
山
中
学
校
（
体
育
館
・
ピ
ロ
テ
ィ・

講
堂
）　

3
月
22
日
（火）　

午
後
7
時
〜

市
民
体
育
館
幼
児
高
齢
者
室

・
楯
岡
小
学
校
（
大
・
小
体
育
館
）
、

楯
岡
中
学
校
（
体
育
館
・
武
道
場
）

3
月
24
日
（木）　

午
後
7
時
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
334

第
2
回
プ
チ
農
業
研
修
会

　

農
業
、
食
の
地
産
地
消
、
6
次
産
業

化
に
興
味
の
あ
る
方
が
対
象
の
研
修
会

で
す
。
移
動
は
バ
ス
で
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時　
3
月
23
日
（水）
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

内
容
・
会
場

・
大
豆
栽
培
、
大
豆
加
工
（
納
豆
工
房

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　

若
者
の
定
着
・
回
帰
推
進
の
た
め
、

大
学
生
な
ど
が
受
け
た
日
本
学
生
支
援

機
構
の
奨
学
金
に
対
し
、
返
還
金
の
一

部
を
市
と
県
が
支
払
う
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
卒
業
後
に
市
内
へ
居
住
し
就
業

す
る
な
ど
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

3
月
10
日
（木）

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課　

☎
内
線
274

「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
で
の

販
売
品
を
募
集

　

東
京
都
台
東
区
の
商
業
施
設
「
ま
る

ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
内
の
市
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
す
る
商
品
を
募
集
し

ま
す
。
希
望
者
を
対
象
に
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
7
日
（月）　

午
後
2
時
〜

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　

☎
内
線
154

最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道
振
興
会

新
規
加
盟
店
募
集

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
入
会
要
件

土
曜
夜
間
診
療
所
の
休
止

　

試
行
的
に
実
施
し
て
い
た
北
村
山
地

域
の
土
曜
日
夜
間
診
療
所
（
東
根
市
さ

く
ら
ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
）

は
、
3
月
26
日
（土）
の
診
療
を
も
っ
て
休

止
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　

☎
内
線
131

日
曜
市
役
所
直
通
電
話
を
廃
止

　

日
曜
市
役
所
の
直
通
電
話
（
☎
55－

２
１
１
８
）を
3
月
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

問
合
せ
な
ど
は
市
役
所
の
代
表
電
話（
☎

55－

２
１
１
１
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　

☎
内
線
211

雪
ど
け
期
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
動
期
間　

3
月
10
日
（木）
〜
16
日
（水）

　

雪
ど
け
の
時
期
は
、
交
通
事
故
の
多

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

・
運
転
者
は
心
と
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
運
転
に
集
中
し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
者
は
は
っ
き
り
と
道
路
横
断
の

意
思
表
示
を
し
、
夕
方
か
ら
の
外
出
時
に

は
必
ず
夜
光
反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
114

市
日
々
雇
用（
臨
時
）職
員
募
集

（
保
育
士
）

　

申
請
書
は
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

募
集
職
種　

保
育
士
（
若
干
名
）

資
格　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の

有
資
格
者

受
付
期
間　

3
月
25
日
（金）
ま
で
の
平
日

雇
用
期
間　

4
月
1
日
〜
平
成
29
年
3

月
31
日

提
出
書
類　

所
定
の
申
請
書
（
市
販
の
履

歴
書
も
可
）
、
資
格
を
証
明
す
る
も
の

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　

☎
内
線
215

市（
保

奨
学

日
曜

土
曜

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ま販売

雪防
止

最新
規

学
校

第
2
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お
知
ら
せ

豆
む
す
め
・
新
庄
市
）

・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
漬
物
加
工
所
視

察
（
尾
花
沢
市
）

参
加
費
　
1
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
期
限
　
3
月
14
日
（月）
　
定
員
20
名

■
問
合
せ
／
農
林
課
　
　
　
☎
内
線
257

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
等
変
更

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
保
険
料
率
等
を
2
年
ご
と
に
見
直

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
・
29
年
度
の
保

険
料
率
等
は
、
医
療
費
な
ど
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り

改
定
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
率
等
（
26
・
27
年
度
↓
28
・

29
年
度
）

所
得
割
率
　
７
・
84
％
↓
８
・
58
％

均
等
割
額

３
９
、
５
０
０
円
↓
４
１
、
７
０
０
円

賦
課
限
度
額
　
57
万
円
（
変
更
な
し
）

均
等
割
保
険
料
の
軽
減
対
象

低
所
得
者
に
つ
い
て
拡
充

　
保
険
料
率
の
詳
細
は
、
7
月
に
保
険

料
額
決
定
通
知
書
と
と
も
に
送
付
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
税
務
課
　
　
　
☎
内
線
122

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時
　
3
月
10
日
（木）
午
後
1
時
〜
3
時

会
場
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課
　
☎
内
線
112

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
3
月
9
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ
1
階
市
民
の
部
屋

■
問
合
せ
／（
公
社
）県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会  

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

平
成
28
年
度
奨
学
生
募
集

　
村
山
地
方
出
身
で
県
外
大
学
入
学
者
お

よ
び
在
学
生
・
大
学
院
生
を
対
象
に
募
集

し
ま
す
。
6
月
上
旬
に
決
定
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
10
名
程
度

申
込
期
間
　
4
月
1
日
（金）
〜
5
月
10
日

（火）
必
着

提
出
書
類
　
①
奨
学
生
願
書
（
本
人
自

署
）
②
在
学
証
明
書
③
学
業
成
績
書

（
出
身
高
校
）
④
学
資
負
担
者
の
収
入

証
明
書
（
家
族
内
就
労
者
が
複
数
の
場

合
は
各
々
必
要
）

■
問
合
せ
／
（
公
財
）
村
山
同
郷
会

　
　
☎
０
２
３（
６
３
２
）１
２
４
０

甑
岳
春
山
市
民
登
山

　
残
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
春
の
甑

岳
山
頂
を
目
指
す
徳
内
登
山
を
開
催
し

不
動

市
民

平
成

後保
険

甑
岳

困
り
ご
と
・
相
談

試
験
・
募
集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

ヤマハ音楽教室（満1才～成人）

ヤマハ英語教室（満1才～小学生）

ヤマハ大人の音楽教室（中学生～：東根店にて）

無
料
体
験
教
室
実
施
中

生
徒
募
集
中

㈱菅野時計店楽器部
☎55-6111 楯岡五日町

☎53-0241 さくらんぼ東根駅前
東根支店管楽器工房Brass

広
告
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お
知
ら
せ

ま
す
。
希
望
者
は
、
参
加
料
を
添
え
て

事
前
に
市
民
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
日　

4
月
10
日
（日）

時
間　

午
前
8
時
〜
午
後
3
時

（
受
付　

午
前
7
時
30
分
〜
）

集
合
場
所　

市
民
会
館
駐
車
場

参
加
費　
１
、
０
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

申
込
期
限　

3
月
31
日
（木）

■
問
合
せ
／
市
民
体
育
館
☎

（56）
３
３
７
７

甑
葉
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん

元
気
ま
づ
り

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
付
き
添
い
の
方
も
入
場
で

き
ま
す
。
入
場
無
料
。

日
時　

3
月
5
日
（土）
午
後
1
時
30
分
〜

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
甑
葉
ホ
ー
ル

内
容　

朝
倉
さ
や
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト
、

体
操
コ
ー
ナ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー

ナ
ー
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
な
ど

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト　
　
　
　
　
　

☎
（52）
３
５
３
１

第
17
回
芸
能
発
表
会

　

会
員
が
歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま

す
。
入
場
無
料
。

期
日　

3
月
12
日
（土）

時
間　

午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（52）
０
３
２
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

ス
パ
プ
ー
ル
臨
時
休
館

　

ス
パ
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
の
た
め
、

休
館
に
な
り
ま
す
。

期
日　

3
月
2
日
（水）

※
3
月
1
日
（火）
は
定
休
日
で
す
。

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（56）
３
３
５
１

免
許
証
自
主
返
納
の
受
付
場
所
が

拡
大

　

3
月
1
日
か
ら
免
許
証
の
自
主
返
納

を
交
番
や
駐
在
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

返
納
す
る
方
は
、
事
前
に
最
寄
り
の
交

番
や
駐
在
所
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
、
総
合
交
通
安
全
セ
ン

タ
ー
の
日
曜
窓
口
で
の
受
理
（
事
前
電

話
予
約
制
）
や
代
理
人
に
よ
る
申
請

（
委
任
状
が
必
要
）
も
始
ま
り
ま
す
。

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午

後
3
時

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署
☎

（52）
０
１
１
０

古
文
書
勉
強
会

　

江
戸
時
代
の
文
書
を
一
緒
に
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。

期
日　

毎
月
第
2
木
曜
日

時
間　

午
後
2
時
〜
4
時

会
場　

市
民
会
館
小
会
議
室

参
加
費　

無
料
（
資
料
代
別
途
）

■
問
合
せ
／
吉
田
谷　

☎
（55）
２
６
２
２

平
成
28
年
度
健
康
保
険
料
率
変
更

　

医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
4
月
納
付

分
か
ら
健
康
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま

す
。
介
護
保
険
料
率
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

健
康
保
険
料
率
（
27
年
度
↓
28
年
度
）

９
・
97
％
↓
10
・
00
％

■
問
合
せ
／
全
国
健
康
保
険
協
会
山
形

支
部　

 

☎
０
２
３（
６
２
９
）７
２
２
６

北
村
山
公
立
病
院
健
康
講
座

　

日
本
乳
が
ん
学
会
専
門
医
が
、
近
年

増
加
し
て
い
る
乳
が
ん
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。
当
日
、
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

日
時　

3
月
29
日
（火）　

午
後
4
時
〜

会
場　

北
村
山
公
立
病
院

講
師　

鈴
木
真
彦
氏
（
乳
腺
外
科
医
長
）

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院

☎
（42）
２
１
１
１

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

3
月
の
訓
練
予
定

冬
季
練
成
訓
練
＝
1
日
（火）
、
5
日
（土）
〜

11
日
（金）
、
14
日
（月）
、
15
日
（火）
、
師
団
情

報
集
合
訓
練
＝
1
日
（火）
〜
5
日
（土）
、
離

着
陸
訓
練
＝
1
日
（火）
〜
31
日
（木）
ま
で
の

平
日
、
冬
季
訓
練
検
閲
＝
10
日
（木）
、
11

日
（金）
■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

■
ち
ぐ
さ
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

・
ち
ぐ
さ
児
童
セ
ン
タ
ー
保
護
者
会
が

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
1
台

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

3
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

■
日
時
、
対
戦
相
手

20
日
（
日
・
祝
日
）
午
後
1
時
〜
、
セ

レ
ッ
ソ
大
阪

26
日

（土）　

午
後
1
時
〜
、
清
水
エ
ス
パ

ル
ス

甑元
気

クス
パ

免拡
大

古
文

平
成

北
村

自3
月

第
1
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お
知
ら
せ

１度

無料体験受付中無料体験受付中

お近くの教室で随時受け付け中です
詳しくはお気軽にお問い合わせ下さい

℡090-8928-6229
日本珠算連盟認定
（日本商工会議所） 聖加珠算学園

大場　明美

西郷教室
授業日
月・水・金曜 月・木・土曜

戸沢教室
授業日

火・水・土曜

冨本教室
授業日

火・木・土曜

富並教室
授業日

春の春の春のののの春春春春春春春の春の春の春春春春春春春の春の春の春春春春春春春春春春春春春春ののののののののののののののののの春の春の春のののののののののののののの春ののののの春の春の入学キャンペーン入学入入学学キ学学キキキャンンペンペーーンンンンンンン
①体験学習が2回分 　　  です
②入塾月の月謝が　　  です
③今月入塾者に限り、
　をプレゼントします
この機会にぜひ一度、見学にきてみませんか？

無料無料
無料無料
ワンタッチそろばんワンタッチそろばん

広
告

広
告

MURAYAMA HotNews

■貸し農園　※応募者多数の場合は抽選

楯岡グリーンタウン
ふれあい農園 最上川ふるさと農園

場 所 楯岡北町グリーンタウン南側 農村文化保存伝承館北側

区 画 数 27区画 32区画

貸付料(年額) 2,000～4,000円(30～74㎡) 3,000～5,000円(50～100㎡)

申込期限 3月25日(金) 4月8日(金)

申 込 み
問 合 せ 農林課  ☎内線253 農村文化保存伝承館

☎(53)3277

■オーナー農園　※応募者多数の場合は抽選
　農園管理組合のみなさんが丹念に育てた果物などの収穫が楽しめます。
申込期限　5月29日(日)
オーナー料（年額）　
・大玉プルーン　2,000円（2kg）※宅配可（箱代、送料別途必要）
・サクランボ(佐藤錦)1本　45,000円～100,000円　※現地で収穫できる方のみ
■申込み・問合せ　農村文化保存伝承館  ☎(53)3277

平成28年度農園オーナーおよび貸し農園利用者募集

　保育施設などの保育料半額事業の一つとして届出保育施設等(旧：認
可外保育施設)の保育料について補助します。対象者の方に後期分(10
月～3月分)の申請書類をお渡ししますので、ご連絡ください。
■対象者　①､②両方をみたす方
①市内に住所があり、平成27年10月から28年3月の間に市外の届出
保育施設等（旧：認可外保育施設）を利用している（または、利用し
ていた）乳幼児の保護者
②10月から3月分の保育料などに未納がない方
■申請書類のお渡し期間　3月1日(火)～25日(金)
■補助金額　
・1人目および同時入所の2人目：保育料の半額（ただし、限度額
14,000円／月）　
・同時入所の3人目以上：保育料の全額（ただし、限度額28,000円／月）
■問合せ／子育て支援課  ☎内線163

市外届出保育施設等の保育料に補助金を交付します

　「雪を考えた住宅」で「経済性」と「環境への配慮」がバランスよく
設計された高性能な住宅「あんばい・いい家」の設計コンペ公開審査会
を開催します。審査委員長は、リフォーム方法を紹介するテレビ番組で
「匠」として知られる村山市出身の建築家瀬野和広さんです。一次審査
を通過した作品のプレゼンテーションもおこないます。入場無料。
日時　3月13日(日)　午後1時30分～　　会場　甑葉プラザ
■問合せ／政策推進課  ☎内線274

村山の「あんばい・いい家」対象設計コンペ公開審査会
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植松弘祥作『旭光』

940×1810

　
植
松
弘
祥
（
本
名
、
正
志
）
は
、
昭
和
六
年
、

楯
岡
大
沢
川
の
履
物
商
・
野
川
源
作
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
母
を
失
い
、
十
五
歳

で
、
東
根
市
長
瀞
の
家
畜
商
・
植
松
周
作
の
養
子

に
な
っ
た
。
二
十
二
歳
で
書
道
ク
ラ
ブ
を
自
ら
結

成
し
、
家
業
の
家
畜
商
を
営
む
傍
ら
独
学
で
書
を

学
ん
だ
。
昭
和
三
十
五
年
、
二
十
九
歳
で
毎
日
書

道
展
で
初
出
品
初
入
選
し
た
こ
と
が
弘
祥
の
人
生

を
決
め
る
転
機
と
な
っ
た
。
同
年
、
養
家
よ
り
独

立
し
東
根
市
本
町
に
分
家
。
書
道
研
究
団
体
「
欅

墨
書
院
」
を
設
立
し
後
進
の
指
導
を
始
め
る
。
昭

和
三
十
六
年
、
日
展
理
事
の
殿
村
藍
田
に
師
事
。

翌
年
の
第
五
回
日
展
に
初
入
選
以
来
、
連
続
十
回

の
入
選
の
後
、
特
選
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
毎
日

書
道
展
、
謙
慎
書
道
展
、
朝
日
書
道
展
な
ど
で
も

特
選
、
秀
作
賞
な
ど
の
受
賞
歴
を
重
ね
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
九
年
、
養
父
を
失
っ
た
こ
ろ
か
ら
家

業
と
夜
を
徹
し
て
の
制
作
活
動
の
無
理
が
た
た

り
、
病
で
倒
れ
る
羽
目
と
な
っ
た
。
再
起
し
て
か

ら
は
、
ま
す
ま
す
書
の
道
ひ
と
筋
に
全
力
を
傾
注

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
墨
華
会
常
任
理
事

や
日
本
教
育
書
道
連
盟
教
授
・
審
査
員
を
は
じ

め
、
県
書
道
連
盟
会
長
な
ど
数
々
の
書
道
界
の
要

職
と
公
職
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
七

年
に
は
欅
墨
書
院
が
齋
藤
茂
吉
文
化
賞
を
受
賞

し
、
熱
意
と
積
極
的
な
行
動
力
、
礼
儀
正
し
さ
な

ど
の
人
柄
が
書
壇
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

村山市が誇る、芸術家たち。

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（2月1日現在)：25,438人 男：12,299人 女：13,139人　世帯数：8,228戸
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